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 2018 年 6 月 14 日 国際哲学研究センター主催、東洋大学大学院文学研究科共催特別講演会・国際シンポ
ジウム「ヘーゲル哲学の現在」 
 6 月 16 日 シンポジウム「機械は、どこまで人間の「パートナー」か」 
 7 月 21 日 「人と情報のエコシステム」研究開発プロジェクト「自律機械と市民をつなぐ責任概
念の策定」（JST/RISTEX/HITE）主催、国際哲学研究センター共催講演会「AI と競争
政策：欧米の事例から」、提題者：市川芳治（慶應義塾大学非常勤講師） 
 8 月 26 日 国際哲学研究センター、神経現象学リハビリテーション研究センター主催「プレ人間
再生研究会」 




 9 月 11 日～14 日 視察「出雲文化圏エコ・ウォーク」、参加者：河本英夫、稲垣諭、山田利明、岩崎大、
場所：隠岐諸島（島後、海士町周辺）、島根県（三瓶山、斐伊川、奥出雲町等） 




 11 月 9 日～10 日 聖典研究「東方学会平成 30 年度秋季学術大会参加」渡辺章悟 
 11 月 10 日 連続研究会「近世哲学への新視点Ⅱ」第 1 回：渡辺博之（東洋大学非常勤講師）、テ
クストワークショップ「『形而上学と宗教についての対話』第 8 対話について」 
 12 月 15 日 シンポジウム「国際経済社会における経済理念と地球環境問題のつながり」 
 12 月 19 日 即興ダンスワークショップ：テーマ「“舞踏？”ワークショップ～舞踏とは何か？」、講
師：向雲太郎（舞踏家・振付家） 
 12 月 22 日 国際哲学研究センター、神経現象学リハビリテーション研究センター主催「第 10 回
人間再生研究会」 
 2019 年 1 月 12 日 ワークショップ「知の〈アーカイブ〉の成立：写本研究を通して見える思想世界」 
 1 月 24 日 「南アジア思想・文化」研究会第 4 回：澤田彰宏（拓殖大学非常勤講師、東洋大学東
洋学研究所客員研究員）「ヴリンダーヴァンのヴァッラバおよびチャイタニヤ教団研
究にむけて」、相川愛美（東洋大学東洋学研究所客員研究員）「"A Historical and 
Anthropological Study of Sati in Indian Culture"と今後の展望」 
 1 月 26 日 連続研究会「近世哲学への新視点Ⅱ」第 2 回：大野岳史（IRCP 客員研究員）「スピノ
ザとセネカの自然学における諸問題」、三浦隼暉（東京大学大学院博士課程）「実体の
自然化された探究―なぜライプニッツは有機体論を必要としたのか―」 




 3 月 『国際哲学研究』８号刊行 
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 3 月 『国際哲学研究』別冊 11 号刊行 
 3 月 『国際哲学研究』別冊 12 号刊行 
 3 月 『エコ・フィロソフィ研究』13 号刊行 
 3 月 『エコ・フィロソフィ研究』13 号別冊刊行 
 3 月 『神経リハビリテーション研究 No.4』刊行 
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小路口聡 ／文学部東洋思想文化学科・教授 
鈴木道也 ／文学部史学科・教授 





































研究成果の概要（2019年 2月 1日現在） 
【シンポジウム】 
1. 国際哲学研究センター主催、東洋大学大学院文学研究科共催特別講演会・国際シンポジウム「ヘーゲル
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1. 『国際哲学研究』8 号（2019 年 3 月刊行） 
 
210  彙報 
2. 『国際哲学研究』別冊 11「新実在論の可能性」（2019 年 3 月刊行） 
目次 
はじめに（河本英夫） 

































5. 『エコ・フィロソフィ研究』13 号別冊（2019 年 3 月刊行） 
目次 






























7. 『iHuman：AI 時代の有機体-人間-機械』（2019 年 3 月 26 日刊行） 
目次 
序 章 美・善・真：その知性は美しいか 「ＡＩと人間の経験の拡張」 河本英夫 
第 1 章 非人間：シンギュラリティ？ 「〈人間の終焉〉からの問い」 宇野邦一 
第 2 章 出来事：〈態〉の演劇 「物語は情報ではない」 松田正隆 
第 3 章 手順：身体と質料をそなえた人間の回路 「情報技術時代の制作論」 村山悟郎 
第 4 章 道具：〈ポスト・ヒューマン〉以後 「オワコン時代の人間と機械」 稲垣諭 
第 5 章 創造：身体の未来 「イマジネーションをめぐる戦争の時代の芸術」 笠井叡 
第 6 章 切断：人間の条件？ 「〈無能な人工知能〉の可能性」 アダム・タカハシ+高橋英之 
第 7 章 偶像：労働力としての人工知能 「あるいは知性・人間・シンギュラリティ」 松浦和也 
第 8 章 調停者：〈ネクスト・レンブラント〉 「作品鑑定の方法論と真のレンブラントをめぐる旅」 
 古川萌 
終 章 反実仮想：いのちを作る 「進むべき道はない、だが進まねばならない」 
 河本英夫+池上高志 
 
 
 
 
 
